
イザヤ書44～45章 偶像と捕囚からの解放
Shikaoichurch.com

「内にある偶像と
決別しよう｣



0.  イントロダクション
Ⅰ. イスラエルの神 44章
Ⅱ. イスラエルのメシア 4５章
Ⅲ. まとめと適用

私の内にある偶像と決別しよう

アウトライン
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イザヤ書の構成 と イザヤの生涯

■北王国は滅亡。南王国も危機に。

イザヤは、迫る裁きへの警告を発し続けた。

➡確定している裁き・バビロン捕囚

前
半

■晩年のイザヤが告げたのは、捕囚を前提とした、解放の希望。

イスラエルの最終的な贖いと回復。

➡究極の希望が、メシアによる神の王国

後
半



➊近い将来の 一時的な裁きと 一時的な回復
➋世の終わりの 最後の裁きと 最終的な回復

預言書の構成 混在する二つの要素
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■アブラハムから一つの民族を産み出すと神が約束。
アブラハム ➡イサク ➡ヤコブ ➡その子孫が、イスラエル

■ヤコブ ➡“かかとをつかむ”
双子の兄エサウのかかとをつかみ、争いあって誕生。
苦難の中、神に必死に“すがりつき”、信仰を認められた。

■イスラエル ➡神にすがったヤコブに、神が与えた名。
“神が圧倒する。神が勝つ。神が達成する”

イスラエルとは何者か？



44章・45章の対称構造

44章

イスラエルの回復 44:1～8

偶像礼拝の警告 44:9～20

捕囚からの解放 44:21～28

45章

捕囚からの解放 45:1～9

偶像礼拝の裁き 45:10～19

諸国民の回復 45:20～25



Ⅰ. イスラエルの神 イザヤ書44章
ユーフラテス川

イスラエルの回復 44:1～8

偶像礼拝の警告 44:9～20

捕囚からの解放 44:21～28



回復 義なる者 イザヤ44:1～2
「今、聞け。わたしのしもべヤコブ、わたしの
選んだイスラエルよ。
あなたを造り、あなたを母の胎内にいるときか
ら形造り、あなたを助ける【主】はこう言う。
恐れるな。わたしのしもべヤコブ、わたしの選
んだエシュルン*よ。

＊“正しい者”…他では、申32:15のみ
➡真実に“義なる者”へのイスラエルの回復。



回復 イスラエルの子孫 イザヤ44:3～4
わたしは潤いのない地に水を注ぎ、乾いたとこ
ろに豊かな流れを注ぎ、わたしの霊をあなたの
子孫*に、わたしの祝福をあなたの末裔*に注ぐ。
彼らは流れのほとりの柳の木のように、青草の
間に芽生える。

■子孫*の祝福 ➡イスラエルの最終的な回復



回復 歴史の支配者 イザヤ44:5～6
ある者は『私は【主】のもの*』と言い、ある者は
ヤコブの名で自分を呼び、ある者は手に『【主】
のもの*』と記してイスラエルの名を名乗る。」
イスラエルの王である【主】、これを贖う方、万
軍の【主】はこう言われる。「わたしは初めであ
り、わたしは終わりである*。わたしのほかに神は
いない。｣

＊イスラエルあるべき自己認識
＊イザヤで3回。黙示録で3回。

➡時間を超越した神は、歴史を支配する。

イスラエルの回復も
神の御手の内にある



回復 永遠の神の民 イザヤ44:7
わたしが永遠の民*を起こしたときから、だれ
が、わたしのように宣言して、これを告げる
ことができたか。これをわたしの前で並べ立
ててみよ。彼らに未来のこと、来たるべきこ
とを告げさせてみよ。

＊イスラエル
■永遠の昔からの約束の民が、イスラエル。

死海



回復 永遠の神の民 イザヤ44:8
おののくな。恐れるな。わたしが、以前からあな
たに聞かせ、告げてきたではないか。あなたがたは
わたしの証人。わたしのほかに神があるか。ほかに
岩*はない。わたしは知らない。

＊イスラエルの背きの預言 (申32:15)に呼応。
「エシュルン(義なる者)は肥え太ったとき、足で
蹴った。あなたは肥え太り、頑丈でつややかになり、
自分を造った神を捨て、自分の救いの岩(メシア*)
を軽んじた。」

ネゲブの荒野



警告 意味なき偶像 イザヤ44:9～10
偶像を造る者はみな、空しい。彼らが慕う
ものは何の役にも立たない。それら自身が
彼らの証人だ。見ることもできず、知るこ
ともできない。彼らはただ恥を見る*だけだ。
だれが神を造り、偶像を鋳たのか。何の役
にも立たないものを。

＊神の検証に耐えられない、罪の状態
➡罪を犯したアダムとエバは裸を恥じた



警告 偶像の鍛冶屋 イザヤ44:11～12
見よ、その人の仲間たち*はみな恥を見る。そ
れを細工した者が人間にすぎないからだ。彼ら
はみな集まり、立つがよい。彼らはおののいて、
ともに恥を見る。
鉄で細工する者は工具を用い、炭火の上で細
工し、金槌でこれを形造り、力ある腕でそれを
造る。腹が減ると、力がなくなり、水を飲まな
いと、疲れてしまう。

＊造る者、崇めさせる者、崇める者…。
➡バベルの塔のように一致して反抗する人々

＊偶像を造る、人間の現実

組織化された
偶像礼拝



警告 偶像の木工職人 イザヤ44:13～14
木で細工する者は測り縄で測り、朱で輪郭を
とり、かんなで削り、コンパスで線を引き、人
の形に造り、人間の立派な姿に仕上げて、神殿
に安置する。
杉の木を切り、うばめ樫や樫の木を選んで、
林の木の中で自分のために育てる。月桂樹を植
えると、大雨がそれを生長させる*。

＊偶像を刻む木も、成長させられるのは神
➡真実に人が作ったものなど何もない



警告 偶像礼拝の本質 イザヤ44:15～16
それは人間のために薪になり、人はその一部
を取って暖をとり、これを燃やしてパンを焼く。
また、これで神を造って拝み、これを偶像に仕
立てて、これにひれ伏す。
半分を火に燃やし、その半分の上で肉を食べ、
肉をあぶって満腹する。また、温まって、『あ
あ、温まった。炎が見える』と言う。



警告 偶像礼拝者の愚 イザヤ44:17～18
その残りで神を造って自分の偶像とし、ひ
れ伏してそれを拝み、こう祈る。『私を救っ
てください。あなたは私の神だから』と。
彼らはよく知りもせず、理解もしない。
その目はふさがれていて見ることもできず*、
その心が賢くなることはない。

＊偶像を拝む者は、自らも偶像のようになる
｢口があっても語れず目があっても見えない。
詩 135:16 」



警告 偶像礼拝者の愚 イザヤ44:19～20
彼らは考え直すこともなく、このように言う知
識も英知もない。『私は、その半分を火に燃やし、
その炭火の上でパンを焼き、肉をあぶって食べて
いる。それなのに、その残りで忌み嫌うべきもの
を造り、木の切れ端の前にひれ伏すのか』
灰を食物とする者*は、心が欺かれ、惑わされて、
自分を救い出せず、『私の右の手に偽りはない
か』とさえ言わない。

＊“灰”は、滅びゆく者のむなしさの極み。



回復 主による贖い イザヤ44:21～22
ヤコブよ、これらのことを心に留めよ。イスラエ
ルよ、あなたはわたしのしもべ。わたしがあなたを
形造った。あなたは、わたし自身のしもべだ。イス
ラエルよ、あなたはわたしに忘れられることがない。
わたしは、あなたの背きを雲のように、あなたの
罪をかすみのように消し去った。わたしに帰れ。
わたしがあなたを贖ったからだ。」

■第一に示すのは、150年後の捕囚からの解放。
➡究極的には、再臨のメシアよる救い。

ネゲブの荒野



回復 主による救い イザヤ44:23
天よ、喜び歌え*。【主】がこれを成し遂げら
れたから。地の底よ、喜び叫べ*。山々よ、喜び
の歌声をあげよ。林と、そのすべての木々も。
【主】がヤコブを贖い、イスラエルのうちに栄
光を現されたからだ。

＊契約の箱の前でダビデが歌い(Ⅰ歴16:31)
エレミヤは捕囚の解放を預言した(エレ51:48)

■究極が、神の国の賛美(詩篇96:11)



回復 創造主の宣告 イザヤ44:24
あなたを贖い、あなたを母の胎内で形造った方、
【主】はこう言われる。「わたしは万物を造った
【主】である。わたしはひとりで天を延べ広げ、
ただ、わたしだけで、地を押し広げた。

※原文では24~28節まで一文。旧約で最長。
■捕囚も、捕囚からの解放も、

歴史を支配される創造主の御手の内にある。



回復 エルサレムの再建 イザヤ44:25～26
わたしは易者のしるしを打ち壊し、占い師を狂わ
せ、知恵ある者を退けて、その知識を愚かにする。
主のしもべのことば*を成就させ、使者たち*の計
画を成し遂げさせる。エルサレムについては『人
が住むようになる』と言い、ユダの町々について
は『町々は再建され、その廃墟はわたしが復興さ
せる』と言う。

＊預言 ＊預言者たち
■捕囚の帰還民がエルサレムを再建

➡究極的にはメシアが神の国の都として再建



回復 キュロス王 イザヤ44:27～28
淵*については『干上がれ。わたしはおまえの豊
かな流れを涸らす』と言う。
キュロス*については『彼はわたしの牧者*。わ
たしの望むことをすべて成し遂げる』と言う。エ
ルサレムについては『再建される。神殿はその基
が据えられる』と言う。」

＊バビロンは堀を干上がらせられ、陥落した。
＊150年後、ペルシャ王キュロスが捕囚民を解放。
＊神がイスラエルのためにキュロスを用いられた。

復元されたバビロン



Ⅱ．イスラエルのメシア イザヤ書45章

バビロンの再現図

捕囚からの解放 45:1～9

偶像礼拝者の裁き 45:10～19

諸国民の回復 45:20～25



回復 油注がれた者 イザヤ45:1～2
【主】は、油注がれた者*キュロスについてこう
言われる。「わたしは彼の右手を握り、彼の前に
諸国を下らせ、王たちの腰の帯を解き、彼の前に
扉を開いて、その門を閉じさせないようにする。
わたしはあなたの前を進み、険しい地を平らにし、
青銅の扉を打ち砕き、鉄のかんぬきをへし折る。

＊油注ぎ ➡王の即位式
究極の王が、“メシア(油注がれた者)”

■キュロスが、バビロニアを征服し、
イスラエルの捕囚の民を解放(BC538)

キュロス王



回復 隠された宝 イザヤ45:3～4
わたしは秘められている財宝*と、ひそかなとこ
ろに隠された宝*をあなたに与える。それは、わ
たしが【主】であり、あなたの名を呼ぶ者、イ
スラエルの神であることをあなたが知るためだ。
わたしのしもべヤコブのため、わたしが選んだ
イスラエルのために、わたしはあなたを、あな
たの名で呼ぶ。あなたはわたしを知らないが、
わたしはあなたに肩書きを与える。

＊イスラエルの残れる信仰者(マタ13:44)
➡帰還民によってエルサレムが再建



回復 わたしが主 イザヤ45:5～6
わたしが【主】である。ほかにはいない。わた
しのほかに神はいない。あなたはわたしを知らな
いが、わたしはあなたに力を帯びさせる。
それは、日の昇る方からも西からも、わたしの
ほかには、だれもいないことを、人々が知るため
だ。わたしが【主】である。ほかにはいない。

■キュロス王による民の解放により、
神の預言の驚くべき確かさが証明された。

➡最後に讃えられるのは、歴史を支配する神
死海



回復 すべての実行者 イザヤ45:7
わたしは光を造り出し、闇を創造し、平和をつ
くり、わざわいを創造する*。わたしは【主】、
これらすべてを行う者。

＊光も闇も、平和もわざわいも神が創造
■聖書は、徹底して、一元論(絶対者は神のみ)

一見すると二元論のような光と闇の対立だが、
すべてを支配されているのは、唯一の神のみ。

すべては神のゆるしの内に起こっている



回復 創造主の命令 イザヤ45:8
天よ、上から滴らせよ。雲よ、義を降らせ
よ。地よ、開け。天地が救いを実らせるよ
うに。正義をともに芽生えさせよ。わたし
は【主】。わたしがこれを創造した。」

■｢光あれ｣ ➡神の言葉が世界を創造

世界の救い・再創造も神の御業



警告 主は陶器師 イザヤ45:9
ああ、自分を形造った方に抗議する者よ。
陶器は土の器の一つにすぎないのに、粘土
が自分を形造る者に言うだろうか。「何を
作るのか」とか「あなたが作った物には手
がついていない」と。

※詩篇2:9、イザ29:16、ロマ9:21
■ローマ9:21【口語訳】
｢陶器を造る者は、同じ土くれから、一つ
を尊い器に、他を卑しい器に造りあげる権
能がないのであろうか。｣



警告 愚か者の問い イザヤ45:10～11
わざわいだ。自分の父に「なぜ子を生むの
か」と言い、母に「なぜ産みの苦しみをするの
か」と言う者。
イスラエルの聖なる方、これを形造った方、
【主】はこう言われる。「これから起こること
を、わたしに尋ねよ。わたしの子たちについて、
またわたしの手のわざについて、あなたはわた
しに命じるのか。」

＊｢なぜ私を産んだ｣ ➡神に逆らう愚かな問い。



警告 主による解放 イザヤ45:12～13
このわたしが地を造り、その上に人間を創造
した。このわたしが手で天を延べ広げ、その
万象に命じたのだ。
このわたしが義をもって彼*を奮い立たせ、
彼*の道をことごとく平らにする。彼*がわた
しの都を建て直し、わたしの捕囚の民を解放
する。代価を払ってでもなく、賄賂によって
でもない。──万軍の【主】は言われる。」

＊キュロス王
➡背後に働いているのは神の御手



警告 エジプトもクシュも イザヤ45:14
【主】はこう言われる。「エジプトの産物とク
シュの商品、それに背の高いセバ人*も、あなた
のところにやって来て、あなたのものとなる。
彼らはあなたの後に従い、鎖につながれてやっ
て来る。そして、あなたにひれ伏して、あなた
に祈る。『神はただあなたのところにだけおら
れ、ほかにはなく、ほかに神々はいない』と」

＊エチオピア(クシュ)の都市がセバ。
➡アケメネス朝ペルシャの最盛期には、

エジプト、クシュまで支配

■
エルサレム

サマリア
■

ペルシャ

エ
ジ
プ
ト

クシュ



警告 イザヤの祈り イザヤ45:15～17
イスラエルの神、救い主よ。まことに、あな
たはご自分を隠す*神。
偶像を細工する者どもはみな恥を見、辱めを
受ける。彼らはともに、辱めのうちに去る。
イスラエルは【主】によって救われ、永遠の
救いに入れられる。あなたがたは恥を見ること
も辱めを受けることもない。永遠に至るまで。

｢申 31:18 わたしはその日、彼らが行ったすべ
ての悪のゆえに必ずわたしの顔を隠す*｣

➡真のイスラエルは救いに入れられる



警告 主の命令 イザヤ45:18～19
天を創造した方、すなわち神、地を形造り、こ
れを仕上げた方、これを堅く立てた方、これを
茫漠としたものとして創造せず、住む所として
形造った方、まことに、この【主】が言われる。
「わたしは【主】。ほかにはいない。
わたしは隠れたところ、闇の地の場所で、語ら
なかった*。茫漠としたところで、ヤコブの子
孫に『わたしを尋ね求めよ』とは言わなかった。
わたしは【主】正義を語り、公正を告げる者。

＊主は、明確に律法と預言を告げ、命じられた。
シナイ山



回復 逃亡者への問い イザヤ45:20～21
諸国からの逃亡者たち*よ。集まって来て、とも
に近づけ。彼らは自分たちの木の偶像を担ぐ者、
救えもしない神に祈る者たちで、知識がない。
告げよ。証拠を出せ。ともに相談せよ。だれが、
これを昔から聞かせ、以前からこれを告げたの
か。わたし、【主】ではなかったか。わたしの
ほかに神はいない。正しい神、救い主、わたし
をおいて、ほかにはいない。

■逃げ回っていた偶像礼拝者たち*に、
主による厳しい裁きの時がやってくる。



回復 異邦人の救い イザヤ45:22～23
地の果てのすべての者*よ。わたしを仰ぎ見て救
われよ。わたしが神だ。ほかにはいない。
わたしは自分にかけて誓う。ことばは、義のうち
にわたしの口から出て、決して戻ることはない*。

＊“地の果て” …異邦人
＊主の言葉はすべて成就する。
■ソロモンの祈り(Ⅰ列王 8:56 )…「しもべモー
セを通してお告げになった良い約束はみな、一つ
も、地に落ちることはありませんでした。 ｣



回復 異邦人の救い イザヤ45:23～25
すべての膝はわたしに向かってかがめられ、
すべての舌は誓い、 わたしについて、『ただ
【主】にだけ、正義と力がある』と言う。主
に向かっていきり立つ者はみな、主のもとに
来て恥を見る。イスラエルの子孫はみな
【主】によって義とされ、主を誇りとする」

■再臨のメシアによって、不信仰者は裁かれ、
信じたすべてのイスラエルと異邦人は、
王の王、主の主なるメシアを讃える。



Ⅲ． まとめと適用 私の内にある偶像と決別しよう
ユーフラテス河畔



44・45章に見る サンドイッチ構造

44章

イスラエルの回復 44:1～8

偶像礼拝の警告 44:9～20

捕囚からの解放 44:21～28

45章

捕囚からの解放 45:1～9

偶像礼拝の裁き 45:10～19

諸国民の回復 45:20～25

引き立たせられた具材は、「偶像礼拝」



■｢神のようになれる｣ ➡悪魔の誘惑が罪の始まり

■大洪水を招いたのは、極まった人の罪
➡神が命じた以上の復讐を誇ったトバル・カイン

■人類の分裂・離散を招いたバベルの塔事件
➡人類が一致して築いた巨大な偶像の崩壊

■個々の民族が、独自の偶像を築いていった
➡その代表がカナンの神々

■偶像の町ウルから導き出されたのが、アブラハム

人類の歴史と偶像礼拝



■偶像の地エジプトから解放され、イスラエルが誕生

■律法は、偶像礼拝に結びつくあらゆる慣習を厳禁
例）逸脱した性行為、過度な装飾、異教徒の食卓…

■イスラエルは偶像礼拝に陥り、裁きを招いた

■捕囚以降、律法に立ち返ったはずのイスラエルは、
人の教え(口伝律法)を、新たな偶像としていった。

イスラエルと偶像礼拝

ノートルダム大聖堂の
ガーゴイル



■空しい、神に見捨てられ恥を見るだけ。何の役にも立たない。

■神に造られた人間が、神の造られた材を用いて作ったもの。

■同じ木で、暖をとり、パンを焼き、偶像を刻んで拝む。愚かさ。

■作らせる者、作る者、拝む者。共犯関係の上に成り立っている。

■偶像礼拝者の目は閉ざされ、自分で自分を欺いている。

偶像礼拝とは？



■続々と暴き出されているスキャンダル。闇の深さに震撼。
例）著名な芸能事務所、歌舞伎界、歌劇団…。

■作らせる者(スポンサー) 、作るもの(芸能界)、拝む者(顧客)
偶像を作らせ、作り、拝む、共犯関係 ➡組織的偶像礼拝

■カナンの偶像礼拝が人々を魅了した要因の一つは、性行為。
例）神殿娼婦・男娼…、性欲を満たす偶像礼拝の魅力

■性に寛容な社会は、間違いなく、社会的な性的搾取を生み出す。
例）カナンの幼児犠牲。少年の組織的な性的搾取。

古代も現代も変わらない 偶像礼拝の本質

「
偶
像
」
＝
「
ア
イ
ド
ル
」



【警戒すべきこと】
➊さんび …礼拝の中心が、み言葉からずれていないか？

音楽と環境による陶酔を信仰と錯誤していないか？

➋指導者 …語ることが、み言葉からずれていないか？
聖書が正しく解き明かされているか？

➌会衆 …み言葉ではなく、個人や場所をあがめていないか？
要注意➡ 個人の追っかけ、所属組織を誇る

教会に忍び込む偶像礼拝

すべての栄光は、主に帰されているか？



■偶像礼拝は、私たち罪人が共犯し、組織的に作り上げていくもの。
祭り上げられた当人の背後に、祭り上げた多くの人々が存在する。

■信仰は何より、私と神との個人的な関係だとおさえよう。
指導者や組織のありようは、私自身の信仰を何一つ保証しない。

■真実に主に向き合えば、私自身を丸裸にされる。
それでも向き合い続けるところに、救いの確信が築かれていく。

■偽りだらけなのは、罪を引きずる私自身だ。偶像は私の内にある。
真実の神に日々打ち砕かれて、キリストの似姿に変えられていこう。

★ 偶像は私の内にある ★



「天のお父さま。わたしの罪をゆるしてください
わたしは、神のみ子イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死に、
②墓に葬られ、
③三日目に復活したこと、を信じます。

私は、永遠に、主よ、あなたのものとされました。
平安の内に、私自身と世の罪に向き合う者としてください。
主イエスは、再び来られ、世のすべての罪と悪を取り除かれます。
この希望に堅く立つ、キリストの弟子として私を遣わしてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣

あがなつみ じゅうじか

はか ほうむ

ふっかつ

し

みっかめ しん
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ものつみ

つみ

しゅ いのな

わたし

さ

しゅ

うち
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こ
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かた


